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てい5 ものは令/Yo，塩分摂家について怖t使ってい3もの37％，動物脂をさけ植物油を摂

iいにしているもの3/%バ由脂t損り過ぎないように注意しひ^lもの/b％であった。

自炊学生のうち，副食を選ぶ条件として嗜好を第／1オ3 ものは奉侈，価格を第／と寸る
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